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INFOMATION

寄
附
・
寄
贈
者
芳
名（
2
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

　
今
回
の
表
紙
の
作
者
は
、
明
る
く

優
し
い
声
が
印
象
的
な
知
念
梨
枝
子

さ
ん
（
67
歳
）。「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

絵
が
描
け
る
人
に
な
り
た
い
」と
、通

い
は
じ
め
た
絵
画
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
。通
い
始
め
て
11
年
に
な
り
、今
で

は
大
事
な
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
表
紙
の
作
品
は
、
ビ
オ
ス
の
丘
で

撮
影
し
た
写
真
を
描
写
し
た
も
の
。

「
雄
鳥
の“

羽    “
の
色
が
美
し
い
」

と
語
る
知
念
さ
ん
。一
本
一
本
丁
寧

に
描
い
た
羽
は
、
今
作
の
力
を
注
い

だ
と
こ
ろ
だ
と
い
い
ま
す
。威
嚇
す

る
鶏
に
、
恐
る
恐
る
近
づ
く
知
念
さ

ん
の
姿
が
、目
に
浮
ぶ
よ
う
で
す
。

　
絵
画
の
ほ
か
、
バ
ッ
グ
や
洋
服
を

手
作
り
し
た
り
、
絵
を
描
く
合
間
に

は
気
分
転
換
に
読
書
を
し
た
り
と
楽

し
み
を
つ
く
る
こ
と
が
上
手
な
知
念

さ
ん
で
す
。

　
挑
戦
し
た
い
こ
と
を
伺
う
と
、「
１

０
０
号
サ
イ
ズ
の
大
き
い
絵
を
描
き

た
い
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
声
で
こ
た

え
て
く
れ
ま
し
た
。

【写真左から2人目】日本郵政グループ労働組合
沖縄地方本部 地方執行委員長  知花  優  様
【写真左から3人目】日本郵政グループ労働組合
中央ユースネットワーク副議長／沖縄地方本部
地方ユースネットワーク議長  大城  優斗  様
【写真左から1人目】日本郵政グループ労働組合
沖縄地方本部 地方執行委員  豊村  尚也  様
【写真右から2番目】本会  会長  湧川  昌秀
【写真右から1番目】本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲日本郵政グループ労働組合
　ユースネットワーク様（2.10）【写真左から2番目】NTT西日本  沖縄支店

総務部長  小柳  貴司  様
【写真左から1番目】NTT西日本  沖縄支店
広報室長  金城  尚史  様
【写真右から2番目】本会  会長  湧川  昌秀
【写真右から1番目】本会  常務理事  嘉陽  孝治

【写真左から2人目】一般財団法人那覇市
垣花奉頌会  理事長　比嘉　眞三　様
【写真右から1人目】一般財団法人那覇市
垣花奉頌会  副理事長  上原  一夫  様
【写真左から1人目】一般財団法人那覇市
垣花奉頌会   事務局  金城  勝一  様
【写真右から2人目】本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲NTT西日本沖縄支店様（3.2）▲一般財団法人那覇市垣花奉頌会様（3.8）

【写真左から2番目】公益社団法人  那覇法人会
会長  上間  優  様
【写真左から1番目】公益社団法人  那覇法人会
事業研修委員長  知名  博  様
【写真右から2番目】本会  会長  湧川  昌秀
【写真右から1番目】本会 常務理事  嘉陽  孝治

▲公益社団法人那覇法人会様・同会女性部会様（3.9）

【写真左から4人目】株式会社  ニッシンハウジング
代表者  宮城  スティーブン  様
【写真左から3人目】株式会社 ニッシンハウジング
取締役  宮城  硫斗  様
【写真左から2人目】宮城  令旺  様
【写真左から1人目】宮城  瑠以  様
【写真右から1人目】本会  常務理事  嘉陽  孝治

【写真左から3人目】株式会社ファーストライン
代表取締役  大城  勇  様
【写真左から2人目】株式会社ファーストライン　
ねむりの駅  那覇店  店長  平良  志保  様
【写真左から1人目】株式会社ファーストライン　
ねむりの駅  宜野湾店  店長  喜屋武  和起  様
【写真右から2人目】本会  常務理事  嘉陽  孝治
【写真右から1人目】本会  事務局長  高良  正樹

▲株式会社ニッシンハウジング様（3.11）

【写真左から2人目】沖縄県遊技業協同組合
理事長  當眞  嗣正  様
【写真右から2人目】沖縄県遊技業協同組合
青年部会  副部会長  吉浜  剛  様
【写真左から1人目】沖縄県遊技業協同組合
青年部会  副部会長  比嘉  彰  様
【写真左から1人目】沖縄県遊技業協同組合
事務局長  手登根  秀巳  様
【写真左から3人目】本会  会長  湧川  昌秀

▲沖縄県遊技業協同組合様（3.31）

▲株式会社 FirstLine 様（3.15）

　
晴
れ
た
日
に
は
、ゆ
っ
た
り
と

し
た
雲
の
流
れ
を
見
な
が
ら
、

風
を
感
じ
る
の
も
気
持
ち
が
い

い
も
の
だ
な
と
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

編集
後記

※本会への寄附につい
ては、税制上の優遇措
置が受けられます。詳
しくは総務企画部まで

表紙の作品
 作品名 「はい、ポーズ」

作成者 :知念  梨枝子 さん
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●特定非営利活動法人
　全国こども食堂支援
　センター・むすびえ 様

●沖縄トヨペット
　株式会社 様

御
寄
附
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社会福祉ライブラリーから

　はじめてふれる人でも、点字
の基本をやさしく学べるシリ
ーズ。点字のしくみ・きまりや
読み書き、身のまわりにある

点字の工夫などをわかりやすく紹介しています。手を動か
して点字の読み書きを練習したり、町を歩いて点字を探し
たりする実践的な内容は、目の不自由な人が困っているこ
とや、周囲による気配りへの理解につながります。各巻に
は、実際に点字にさわって学べる点字シートもついています。

本の紹介
手で読む心でさわるやさしい点字  第1期(全3巻)

著　者：特定非営利活動法人 
　　　  日本点字普及協会
出版社：国土社

広報紙「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

令和3年度　沖縄県社会福祉協議会
事業計画・資金収支予算書（概要）
令和3年度　沖縄県共同募金会
事業計画・資金収支予算書（概要）
THANKS（サンクス）運動関連記事
「令和2年度ボランティア学習・福祉
教育セミナーについて」  他
シリーズ記事「ふくし＆〇〇」
第７回～ふくし＆認知症カフェ（後編）～  他

2

6

8

9

10

12
11

県新型コロナウイルス感染症対策本部へ
「ＤWATおきなわ」を応援派遣、社会福祉振興基金・
「コロナ禍の地域福祉活動等を支援するための特例
助成」を実施（進捗報告）  他
ソウェルクラブ（福利厚生センター）ご案内  他
インフォメーション、寄付者芳名、
表紙の作者のご紹介  他

作品名：「はい　ポーズ」（いきいき！かりゆし美術展  【特別展】洋画の部 ）
作成者：知念　梨枝子さん（与那原町）
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　本会では、市町村社協や福祉施設・団体、民生委員児童委員、ボランティア・NPO等との協働のもと、「THANKS（サン
クス）運動～地域の人々が明るいネットワークを築き支え合う社会の実現～」を推進し、総合計画に掲げる「支え合い 安心して
暮らせる地域社会をめざして」の基本理念の実現を目指します。
　さらには、生活困窮者の自立支援、災害時の福祉支援体制の整備、福祉人材の確保・養成・定着に向けた取り組み等、
福祉・生活課題への対応と地域福祉の発展を目指し、以下の事業を重点に取り組むとともに、「持続可能な開発目標
（SDGs）」の推進を図ります。

（１）地域福祉を担う市町村社協活動強化への支援
○地域住民を主体とした地域福祉活動のさらなる普及促進を図るため、各種会議やセミナー・研修会を開催します。また、市町村
社協への個別支援を通して地域福祉（活動）計画の策定・見直しや、組織の基盤強化を支援します。さらに、今年度から「重層
的支援体制構築に向けた後方支援受託事業（ゆいまーる事業）」にて、関係機関相互の連携による包括的な支援体制の整備
を進めるとともに、「小規模法人ネットワーク化事業（ちゅいしぃじぃ事業）」を実施し、地域の複数法人が参画するネットワークの
構築・協働事業の実施等を支援します。　

（２）「THANKS（サンクス）運動」の展開
○社会的孤立の解消・防止に向けた「THANKS(サンクス)運動」については、引き続き市町村段階における運動の取り組み強
化を図ります。同運動は、今年度が実施期間の最終年度となることから、今後の運動のあり方等についても検討を進めます。併
せて、地域包括ケアシステムの構築を推進するとともに、「子どもの居場所ネットワーク事業」を通じて、市町村段階や県段階で
活動の活性化とネットワーク化の促進を図ります。また、「社会的孤立対策モデル事業」等の成果をまとめ、先駆的・効果的な
取り組みの広報啓発や、社会的孤立の解消・防止に向けた実践に向けて支援します。　

（３）ボランティア・市民活動の充実強化
○市町村社協への助言・情報提供等を通じて、ボランティアセンターの設置促進や職員体制・機能強化の支援を行うとともに、
関係機関・団体と連携・協働し、ボランティア・ＮＰＯ活動を推進します。また、各市町村社協と教育現場の連携・協働による
福祉教育の取り組み促進を図ります。　

（４）民生委員児童委員活動の強化・支援
○県民児協との連携のもと、各種研修会を開催し、民生委員児童委員の資質向上を図ります。市町村民児協・単位民児協におけ
る「地域版活動強化方策」の策定を支援します。また、県民へ民生委員児童委員活動の理解促進を図り、本県の民生委員児童
委員の充足率の向上に努めます。　

（５）災害時における危機管理体制の強化
○「県内社協災害時相互応援協定」に基づく「市町村社協・事務局長連絡会」の
開催等により、社協が災害時の支援活動を迅速・的確に行うための体制整備
を図ります。また、今年度より新たに「災害ボランティアセンター設置運営研修等
支援事業」を実施し、災害時において円滑な設置・運営ができるよう支援します。

○「災害時福祉支援体制整備事業」における、災害派遣福祉チームのチーム員登
録・養成研修を行うなど、災害時要配慮者への支援体制の整備を図ります。ま
た、本会の災害時の事業継続計画（BCP）の策定など、危機管理体制の強化を
図ります。

※新型コロナウイルスの感染状況等によっては、一部の本会主催事業について、中止または延期となる場合がございますので、
　予めご了承ください。

▲日常生活自立支援事業担当者研修会
　（令和元年度）の様子

○コロナ禍において収入が減少し、生活資金の必要な方 に々対して、緊急小口資金や総合支援資金の特例貸付を行います。また、
国が示す償還免除に向けた体制整備や、市町村社協と連携して借受人への必要に応じた支援を行います。　

（２）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）の推進
○日常生活自立支援事業の現地調査や業務マニュアルの見直し等を通して、各市町村における事業運営の適正化を図ります。ま
た、実践研究会議や職員研修会等を開催し、事業従事者等の資質向上を図るとともに、各市町村社協と連携し、生活支援員の
担い手確保・養成に努めます。

○市町村社協に対し、法人後見推進会議等を開催し、成年後見制度利用者の受け皿の拡充等、権利擁護体制の充実強化に取り
組みます。また、市町村社協や県・市町村職員等を対象としたセミナーの開催により、同制度の普及促進と連携体制の構築を
図ります。　　

（３）運営適正化委員会の機能強化
○福祉サービス事業所を対象としたセミナー開催等を通じ、苦情解決体制の強化や
適切な福祉サービスの提供に繋がるよう支援します。また、福祉サービス利用援助
事業の実施機関への現地調査等を実施し、同事業の適正化に向けた支援と、運
営監視の強化に努めます。　

（４）福祉サービスを必要とする矯正施設退所者への支援
○高齢または障害によって福祉サービス等による支援が必要な矯正施設退所者等
に対し、情報提供や利用手続き等の支援を行い、円滑な社会復帰を支援します。

▲「多職種連携による包括支援体制推進
　セミナー」の様子

▲福祉のしごと就職フェア2020 の様子

（１）施設提供サービスの質の向上
○各種別協議会を中心に、福祉従事者のスキル・専門性の向上等を図るための研修・セミナーを開催するなど、利用者への良質
で安定的な福祉サービスの提供に向けて支援します。　

（２）社会福祉法人への支援
○会議・セミナー等の開催や、迅速な情報提供を通じて、各社会福祉法人の経営の安定化、ガバナンス強化、事業運営の透明性
の向上等を支援します。また、「県内社会福祉法人の地域における公益的な取り組み指針」に基づく研修会の開催などにより、各
法人の地域住民に対する相談支援体制の整備を進めます。また、地域住民の福祉・生活課題へ対応するため、THANKS(サ
ンクス)運動とも連動させながら、法人相互の連携・協働による支援体制の強化を図ります。　

（３）福祉人材の養成・確保・定着等の推進
○学生や求職者等に対し職場・面接会等を通じて、福祉の仕事の魅力発信や、福祉に関する理解促進を図ります。また、保育士・
介護福祉士の資格取得、再就職に係る資金の貸付や無料職業紹介事業等を実施し、人材確保を図ります。さらに、「介護人材
キャリアアップ研修」や模擬試験、「介護支援専門員実務研修受講試験」を実施し、介護支援専門員の確保に努めます。

○「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」の一部実施による福祉従事者の段階
的なスキル・キャリアアップの支援や、オンラインを活用した研修実施等により人
材育成を推進します。　

（４）介護技術等の普及による介護意識の醸成
○一般県民や家族介護者対象の講座、「介護の日」に関する取り組み等を通して、介
護知識・技術の普及啓発を図ります。また、福祉用具の常設展示場を活用した見
学会等を開催し、県民の福祉用具に関する知識を広め、在宅介護の支援に努め
ます。

（1）高齢者の生きがいと健康づくりの推進
○「かりゆし美術展」や「沖縄ねんりんピック」等を開催し、高齢者の自主的な活
動の支援や、生きがいと健康づくりを推進します。また、「沖縄県かりゆし長寿
大学校」の運営や「シニア活動実践セミナー」を開催する等、アクティブシニア
の養成を図ります。　

（2）高齢者の就労支援
○高齢者無料職業紹介事業による就労斡旋や高齢者向けの職場説明・面接会を
開催するなど、高齢者の就労支援に取り組みます。

▲第11回沖縄ねんりんピック（令和元年度）・
　競技の様子

地域福祉の推進及び福祉文化の形成１
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沖縄県社会福祉協議会　事業計画（概要）令和３年度

（１）生活困窮者等の自立に向けた支援
○相談支援機関の連絡会や生活困窮者自立支援事業に関わる支援者への研修会等により、生活困窮者や複合的な課題を抱え
る生活困窮世帯への支援強化を図ります。

○「生活福祉資金貸付事業」等、各種貸付制度の周知を図るとともに、関係機関との連携を強化し、生活困窮世帯等の自立に向け
た継続的な支援を行います。また、貸付事業の相談員等を対象とした研修を開催し、資質向上と相談・支援体制の強化を図り
ます。

2 地域自立生活を支える福祉基盤づくり
明るい長寿社会づくり

事業計画は
本会ホームページでも
ご覧いただけます。
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　本会では、市町村社協や福祉施設・団体、民生委員児童委員、ボランティア・NPO等との協働のもと、「THANKS（サン
クス）運動～地域の人々が明るいネットワークを築き支え合う社会の実現～」を推進し、総合計画に掲げる「支え合い 安心して
暮らせる地域社会をめざして」の基本理念の実現を目指します。
　さらには、生活困窮者の自立支援、災害時の福祉支援体制の整備、福祉人材の確保・養成・定着に向けた取り組み等、
福祉・生活課題への対応と地域福祉の発展を目指し、以下の事業を重点に取り組むとともに、「持続可能な開発目標
（SDGs）」の推進を図ります。

（１）地域福祉を担う市町村社協活動強化への支援
○地域住民を主体とした地域福祉活動のさらなる普及促進を図るため、各種会議やセミナー・研修会を開催します。また、市町村
社協への個別支援を通して地域福祉（活動）計画の策定・見直しや、組織の基盤強化を支援します。さらに、今年度から「重層
的支援体制構築に向けた後方支援受託事業（ゆいまーる事業）」にて、関係機関相互の連携による包括的な支援体制の整備
を進めるとともに、「小規模法人ネットワーク化事業（ちゅいしぃじぃ事業）」を実施し、地域の複数法人が参画するネットワークの
構築・協働事業の実施等を支援します。　

（２）「THANKS（サンクス）運動」の展開
○社会的孤立の解消・防止に向けた「THANKS(サンクス)運動」については、引き続き市町村段階における運動の取り組み強
化を図ります。同運動は、今年度が実施期間の最終年度となることから、今後の運動のあり方等についても検討を進めます。併
せて、地域包括ケアシステムの構築を推進するとともに、「子どもの居場所ネットワーク事業」を通じて、市町村段階や県段階で
活動の活性化とネットワーク化の促進を図ります。また、「社会的孤立対策モデル事業」等の成果をまとめ、先駆的・効果的な
取り組みの広報啓発や、社会的孤立の解消・防止に向けた実践に向けて支援します。　

（３）ボランティア・市民活動の充実強化
○市町村社協への助言・情報提供等を通じて、ボランティアセンターの設置促進や職員体制・機能強化の支援を行うとともに、
関係機関・団体と連携・協働し、ボランティア・ＮＰＯ活動を推進します。また、各市町村社協と教育現場の連携・協働による
福祉教育の取り組み促進を図ります。　

（４）民生委員児童委員活動の強化・支援
○県民児協との連携のもと、各種研修会を開催し、民生委員児童委員の資質向上を図ります。市町村民児協・単位民児協におけ
る「地域版活動強化方策」の策定を支援します。また、県民へ民生委員児童委員活動の理解促進を図り、本県の民生委員児童
委員の充足率の向上に努めます。　

（５）災害時における危機管理体制の強化
○「県内社協災害時相互応援協定」に基づく「市町村社協・事務局長連絡会」の
開催等により、社協が災害時の支援活動を迅速・的確に行うための体制整備
を図ります。また、今年度より新たに「災害ボランティアセンター設置運営研修等
支援事業」を実施し、災害時において円滑な設置・運営ができるよう支援します。

○「災害時福祉支援体制整備事業」における、災害派遣福祉チームのチーム員登
録・養成研修を行うなど、災害時要配慮者への支援体制の整備を図ります。ま
た、本会の災害時の事業継続計画（BCP）の策定など、危機管理体制の強化を
図ります。

※新型コロナウイルスの感染状況等によっては、一部の本会主催事業について、中止または延期となる場合がございますので、
　予めご了承ください。

▲日常生活自立支援事業担当者研修会
　（令和元年度）の様子

○コロナ禍において収入が減少し、生活資金の必要な方 に々対して、緊急小口資金や総合支援資金の特例貸付を行います。また、
国が示す償還免除に向けた体制整備や、市町村社協と連携して借受人への必要に応じた支援を行います。　

（２）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）の推進
○日常生活自立支援事業の現地調査や業務マニュアルの見直し等を通して、各市町村における事業運営の適正化を図ります。ま
た、実践研究会議や職員研修会等を開催し、事業従事者等の資質向上を図るとともに、各市町村社協と連携し、生活支援員の
担い手確保・養成に努めます。

○市町村社協に対し、法人後見推進会議等を開催し、成年後見制度利用者の受け皿の拡充等、権利擁護体制の充実強化に取り
組みます。また、市町村社協や県・市町村職員等を対象としたセミナーの開催により、同制度の普及促進と連携体制の構築を
図ります。　　

（３）運営適正化委員会の機能強化
○福祉サービス事業所を対象としたセミナー開催等を通じ、苦情解決体制の強化や
適切な福祉サービスの提供に繋がるよう支援します。また、福祉サービス利用援助
事業の実施機関への現地調査等を実施し、同事業の適正化に向けた支援と、運
営監視の強化に努めます。　

（４）福祉サービスを必要とする矯正施設退所者への支援
○高齢または障害によって福祉サービス等による支援が必要な矯正施設退所者等
に対し、情報提供や利用手続き等の支援を行い、円滑な社会復帰を支援します。

▲「多職種連携による包括支援体制推進
　セミナー」の様子

▲福祉のしごと就職フェア2020 の様子

（１）施設提供サービスの質の向上
○各種別協議会を中心に、福祉従事者のスキル・専門性の向上等を図るための研修・セミナーを開催するなど、利用者への良質
で安定的な福祉サービスの提供に向けて支援します。　

（２）社会福祉法人への支援
○会議・セミナー等の開催や、迅速な情報提供を通じて、各社会福祉法人の経営の安定化、ガバナンス強化、事業運営の透明性
の向上等を支援します。また、「県内社会福祉法人の地域における公益的な取り組み指針」に基づく研修会の開催などにより、各
法人の地域住民に対する相談支援体制の整備を進めます。また、地域住民の福祉・生活課題へ対応するため、THANKS(サ
ンクス)運動とも連動させながら、法人相互の連携・協働による支援体制の強化を図ります。　

（３）福祉人材の養成・確保・定着等の推進
○学生や求職者等に対し職場・面接会等を通じて、福祉の仕事の魅力発信や、福祉に関する理解促進を図ります。また、保育士・
介護福祉士の資格取得、再就職に係る資金の貸付や無料職業紹介事業等を実施し、人材確保を図ります。さらに、「介護人材
キャリアアップ研修」や模擬試験、「介護支援専門員実務研修受講試験」を実施し、介護支援専門員の確保に努めます。

○「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」の一部実施による福祉従事者の段階
的なスキル・キャリアアップの支援や、オンラインを活用した研修実施等により人
材育成を推進します。　

（４）介護技術等の普及による介護意識の醸成
○一般県民や家族介護者対象の講座、「介護の日」に関する取り組み等を通して、介
護知識・技術の普及啓発を図ります。また、福祉用具の常設展示場を活用した見
学会等を開催し、県民の福祉用具に関する知識を広め、在宅介護の支援に努め
ます。

（1）高齢者の生きがいと健康づくりの推進
○「かりゆし美術展」や「沖縄ねんりんピック」等を開催し、高齢者の自主的な活
動の支援や、生きがいと健康づくりを推進します。また、「沖縄県かりゆし長寿
大学校」の運営や「シニア活動実践セミナー」を開催する等、アクティブシニア
の養成を図ります。　

（2）高齢者の就労支援
○高齢者無料職業紹介事業による就労斡旋や高齢者向けの職場説明・面接会を
開催するなど、高齢者の就労支援に取り組みます。

▲第11回沖縄ねんりんピック（令和元年度）・
　競技の様子
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沖縄県社会福祉協議会　事業計画（概要）令和３年度

（１）生活困窮者等の自立に向けた支援
○相談支援機関の連絡会や生活困窮者自立支援事業に関わる支援者への研修会等により、生活困窮者や複合的な課題を抱え
る生活困窮世帯への支援強化を図ります。

○「生活福祉資金貸付事業」等、各種貸付制度の周知を図るとともに、関係機関との連携を強化し、生活困窮世帯等の自立に向け
た継続的な支援を行います。また、貸付事業の相談員等を対象とした研修を開催し、資質向上と相談・支援体制の強化を図り
ます。

2 地域自立生活を支える福祉基盤づくり
明るい長寿社会づくり

事業計画は
本会ホームページでも
ご覧いただけます。
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（1）調査研究・企画活動の強化
○総合企画委員会等において必要な調査研究活動に取り組み、県内の福祉課題の適切な把握
や、新たな支援策の企画や政策提言に繋げます。また、「持続可能な開発目標（SDGs）」の達
成に向けた取り組みとして本会事業を位置づけ、SDGsの達成を推進します。

（２）福祉施策への提言・要請活動の強化
○沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会との連携のもと、県や市町村等への提言・要請活動を
展開します。また、県・全社協等の審議会・委員会等へ参画し、県社協の立場から福祉課題の
解決に向けた政策提言等を行います。

（３）広報・啓発及び情報提供機能の強化
○「沖縄県社協創立70周年記念第64回沖縄県社会福祉大会」や広報誌等を通じた広報活動により、県民への社会福祉の関
心・理解を広げ、THANKS（サンクス）運動への参画促進を図ります。また、令和3年11月1日の本会創立70周年記念として
記念誌の発刊等に取り組みます。

（４）資金助成による活動支援の推進
○福祉活動や地域福祉活動モデル事業（コロナ禍の地域福祉活動等を支援するための特例助成）等への助成を実施し、市町
村社協、福祉施設・団体、NPO等の活動を支援します。また、県内外の助成事業の情報提供や活用支援を行い、民間福祉団
体の活動基盤の強化に努めます。

▲「福祉施設・予算の充実に関
　する要請書」県知事手交式

5 企画広報・助成・提言活動の推進

（1）組織体制・財政基盤の強化
○本会理事及び評議員に対して法人の経営分析情報等を適切に提供し、理事会・評議員会機能のさらなる強化を図ります。
また、財務規律や内部統制機能の強化を図り、県民に信頼される組織経営の適正化と透明性を確保します。

○県民ニーズに対応した事業展開や組織経営の安定化に向けて、会員拡大等の強化を図ります。また、新たな財源確保の検
討を進め、県民に必要とされる事業の展開を図ります。また、職場内・外での各種研修会の実施や派遣等を行い、事務局職
員の資質向上と業務推進体制の強化を目指します。

○県総合福祉センターが県民の社会福祉活動の拠点施設としての機能を発揮できるよう、利用者及び入居団体のニーズに
応じたセンター管理運営を行います。また、新型コロナウイルス感染症対策予防ガイドラインに基づいた利用を促し、利
用者の安全性・利便性の向上に努めます。

6 組織体制・財政基盤の強化

令和3年度 資金収支予算（概要）
【一般会計における収入構成】 （単位：千円）

（自）令和3年4月1日 （至）令和4年3月31日

【一般会計における支出構成】 （単位：千円）

人件費
316,851

20%

事業費・事務費
395,851

25%

貸付支出
578,974

37%

助成・積立・繰出他
292,094

18%

会費・寄附・負担金
59,159

4% 補助金・受託金
674,094

42%

事業収入・利息他
143,473

9%

積立金取崩・繰入等
707,044

45%

一般会計サービス区分一覧表　☆印は新規事業、●印は終了事業
事
業 増減 増減拠
点 サービス区分 当年度

予算額
前年度
予算額

①
地
域
福
祉
推
進
拠
点
区
分

社
会
福
祉
事
業
区
分

②
地
域
自
立
生
活
支
援
拠
点
区
分

③
人
材
育
成・団
体
活
動
支
援
拠
点
区
分

1 法人運営事業

2 福祉活動指導員設置事業

3 沖縄県ボランティアセンター運営事業

4 民生委員活動推進事業

5 地域福祉推進等研修事業

6 共同募金配分金事業

ア 沖縄県社会福祉大会開催事業

イ 福祉情報おきなわ発行事業

ウ 市町村社協の現況作成事業

エ 市町村社協支援事業

7 災害支援体制強化事業

8 サンクス運動推進事業

9 災害時福祉支援体制整備事業

10 子どもの居場所ネットワーク事業

11 小規模法人ネットワーク化事業

12 重層的支援体制構築支援受託事業

13 災害ボランティアセンター設置運営研修等支援事業

地域福祉推進拠点区分　合計

1 日常生活自立支援事業

2 地域生活定着支援センター受託事業

3 運営適正化委員会設置運営事業

4 地域自立生活支援等研修事業

地域自立生活支援拠点区分　合計

1 心身障害児者施設協議会活動事業

2 身体障害児者施設協議会活動事業

3 社会福祉法人経営者協議会活動事業

4 児童養護協議会活動事業

5 老人福祉施設協議会活動事業

6 保育協議会活動事業

7 地域包括・在宅介護支援センター協議会活動事業

8 福祉人材センター受託事業

9 社会福祉研修受託事業

10 介護実習・普及センター管理受託事業

11 福利厚生センター受託事業

12 介護支援専門員養成研修事業

13 介護等体験事業

14 人材育成・団体活動支援等研修事業

15 民間社会福祉施設職員福利厚生事業

16 人材育成・定着制度導入促進助成事業

17 介護人材キャリアアップ研修受託事業

18 九州児童福祉施設職員研究大会開催事業

人材育成・団体活動支援拠点区分　合計

94,160

35,028

4,994

23,827

600

6,311

2,741

1,363

0

2,207

900

3,791

7,767

12,383

16,050

8,050

5,080

218,941

98,072

38,138

9,454

1,250

146,914

3,259

1,999

16,564

1,895

11,061

13,238

2,831

67,217

0

11,492

8,488

8,750

1,336

2,985

3,037

0

6,738

4,400

165,290

111,738

28,687

11,931

23,757

600

6,285

2,715

1,363

442

1,765

1,288

3,791

7,040

12,376

16,050

11,202

0

234,745

100,802

24,638

8,935

1,420

135,795

3,039

1,899

16,265

1,378

9,268

7,842

2,834

39,091

28,621

12,170

8,458

7,624

56

3,504

2,596

2,066

6,591

361

153,663

△17,578

6,341

△6,937

70

0

26

26

0

△442

442

△388

0

727

7

0

△3,152

5,080

△15,804

△2,730

13,500

519

△170

11,119

220

100

299

517

1,793

5,396

△3

28,126

△28,621

△678

30

1,126

1,280

△519

441

△2,066

147

4,039

11,627

会
計
事
業

拠
点 サービス区分 当年度

予算額
前年度
予算額

（単位：千円）

一

　般

　会

　計

社
会
福
祉
事
業
区
分

公
益
事
業
区
分

収
益
事
業
区
分

収
益
事
業

拠
点
区
分

④
長
寿
社
会
づ
く
り

　推進
拠
点
区
分

⑤
企
画
広
報・助
成
等

　推進
拠
点
区
分

公
益
事
業

拠
点
区
分

1 高齢者の生きがいと健康づくり事業

2 組織づくりと指導者育成事業

3 高齢者無料職業紹介所運営事業

4 長寿社会づくり推進等研修事業

長寿社会づくり推進拠点区分　合計

1 総合企画委員会推進事業

2 局内プロジェクト推進事業

3 福祉団体・各種大会等助成事業

4 社会福祉振興基金事業

企画広報・助成等推進拠点区分　合計

社会福祉事業区分　合計

1 介護福祉士修学資金等貸付事業

2 保育士修学資金等貸付事業

3 児童養護施設退所者等自立支援資金貸付事業

公益事業区分　合計

1 賃貸事業

2 書籍等販売事業

3 沖縄県総合福祉センター管理運営受託事業

収益事業区分　合計

一般会計合計

50,921

13,907

2,632

225

67,685

256

200

4,120

32,283

36,859

635,689

198,701

583,530

35,852

818,083

30,680

1,090

98,228

129,998

1,583,770

40,641

7,552

2,777

300

51,270

200

200

6,180

37,201

43,781

619,254

445,665

809,018

36,618

1,291,301

31,291

1,090

98,228

130,609

2,041,164

会
計 特別会計 当年度

予算額①
前年度
予算額②

特

　別

　会

　計

△34,893,638

△28,872,126

△24,538

56

△478,396

△478,396

△8,068

△21

△35,404,640

△29,350,487

6,314,700

6,314,700

78,363

22,877

304,104

304,104

50,149

8,391

6,747,316

6,650,072

41,208,338

35,186,826

102,901

22,821

782,500

782,500

58,217

8,412

42,151,956

36,000,559

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

1 生活福祉資金特別会計

2 要保護世帯向け不動産担保型生活資金特別会計

3 生活福祉資金貸付事務費特別会計

4 臨時特例つなぎ資金特別会計

　　　　　特別会計合計

（特別会計一覧表）

一

　般

　会

　計

10,280

6,355

△145

△75

16,415

56

0

△2,060

△4,918

△6,922

16,435

△246,964

△225,488

△766

△473,218

△611

0

0

△611

△457,394

会
計

増減③
（①-②）

支出合計
1,583,770千円

収入合計
1,583,770千円

●

☆
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（1）調査研究・企画活動の強化
○総合企画委員会等において必要な調査研究活動に取り組み、県内の福祉課題の適切な把握
や、新たな支援策の企画や政策提言に繋げます。また、「持続可能な開発目標（SDGs）」の達
成に向けた取り組みとして本会事業を位置づけ、SDGsの達成を推進します。

（２）福祉施策への提言・要請活動の強化
○沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会との連携のもと、県や市町村等への提言・要請活動を
展開します。また、県・全社協等の審議会・委員会等へ参画し、県社協の立場から福祉課題の
解決に向けた政策提言等を行います。

（３）広報・啓発及び情報提供機能の強化
○「沖縄県社協創立70周年記念第64回沖縄県社会福祉大会」や広報誌等を通じた広報活動により、県民への社会福祉の関
心・理解を広げ、THANKS（サンクス）運動への参画促進を図ります。また、令和3年11月1日の本会創立70周年記念として
記念誌の発刊等に取り組みます。

（４）資金助成による活動支援の推進
○福祉活動や地域福祉活動モデル事業（コロナ禍の地域福祉活動等を支援するための特例助成）等への助成を実施し、市町
村社協、福祉施設・団体、NPO等の活動を支援します。また、県内外の助成事業の情報提供や活用支援を行い、民間福祉団
体の活動基盤の強化に努めます。

▲「福祉施設・予算の充実に関
　する要請書」県知事手交式

5 企画広報・助成・提言活動の推進

（1）組織体制・財政基盤の強化
○本会理事及び評議員に対して法人の経営分析情報等を適切に提供し、理事会・評議員会機能のさらなる強化を図ります。
また、財務規律や内部統制機能の強化を図り、県民に信頼される組織経営の適正化と透明性を確保します。

○県民ニーズに対応した事業展開や組織経営の安定化に向けて、会員拡大等の強化を図ります。また、新たな財源確保の検
討を進め、県民に必要とされる事業の展開を図ります。また、職場内・外での各種研修会の実施や派遣等を行い、事務局職
員の資質向上と業務推進体制の強化を目指します。

○県総合福祉センターが県民の社会福祉活動の拠点施設としての機能を発揮できるよう、利用者及び入居団体のニーズに
応じたセンター管理運営を行います。また、新型コロナウイルス感染症対策予防ガイドラインに基づいた利用を促し、利
用者の安全性・利便性の向上に努めます。

6 組織体制・財政基盤の強化

令和3年度 資金収支予算（概要）
【一般会計における収入構成】 （単位：千円）

（自）令和3年4月1日 （至）令和4年3月31日

【一般会計における支出構成】 （単位：千円）

人件費
316,851

20%

事業費・事務費
395,851

25%

貸付支出
578,974

37%

助成・積立・繰出他
292,094

18%

会費・寄附・負担金
59,159

4% 補助金・受託金
674,094

42%

事業収入・利息他
143,473

9%

積立金取崩・繰入等
707,044

45%

一般会計サービス区分一覧表　☆印は新規事業、●印は終了事業
事
業 増減 増減拠
点 サービス区分 当年度

予算額
前年度
予算額

①
地
域
福
祉
推
進
拠
点
区
分

社
会
福
祉
事
業
区
分

②
地
域
自
立
生
活
支
援
拠
点
区
分

③
人
材
育
成・団
体
活
動
支
援
拠
点
区
分

1 法人運営事業

2 福祉活動指導員設置事業

3 沖縄県ボランティアセンター運営事業

4 民生委員活動推進事業

5 地域福祉推進等研修事業

6 共同募金配分金事業

ア 沖縄県社会福祉大会開催事業

イ 福祉情報おきなわ発行事業

ウ 市町村社協の現況作成事業

エ 市町村社協支援事業

7 災害支援体制強化事業

8 サンクス運動推進事業

9 災害時福祉支援体制整備事業

10 子どもの居場所ネットワーク事業

11 小規模法人ネットワーク化事業

12 重層的支援体制構築支援受託事業

13 災害ボランティアセンター設置運営研修等支援事業

地域福祉推進拠点区分　合計

1 日常生活自立支援事業

2 地域生活定着支援センター受託事業

3 運営適正化委員会設置運営事業

4 地域自立生活支援等研修事業

地域自立生活支援拠点区分　合計

1 心身障害児者施設協議会活動事業

2 身体障害児者施設協議会活動事業

3 社会福祉法人経営者協議会活動事業

4 児童養護協議会活動事業

5 老人福祉施設協議会活動事業

6 保育協議会活動事業

7 地域包括・在宅介護支援センター協議会活動事業

8 福祉人材センター受託事業

9 社会福祉研修受託事業

10 介護実習・普及センター管理受託事業

11 福利厚生センター受託事業

12 介護支援専門員養成研修事業

13 介護等体験事業

14 人材育成・団体活動支援等研修事業

15 民間社会福祉施設職員福利厚生事業

16 人材育成・定着制度導入促進助成事業

17 介護人材キャリアアップ研修受託事業

18 九州児童福祉施設職員研究大会開催事業

人材育成・団体活動支援拠点区分　合計

94,160

35,028

4,994

23,827

600

6,311

2,741

1,363

0

2,207

900

3,791

7,767

12,383

16,050

8,050

5,080

218,941

98,072

38,138

9,454

1,250

146,914

3,259

1,999

16,564

1,895

11,061

13,238

2,831

67,217

0

11,492

8,488

8,750

1,336

2,985

3,037

0

6,738

4,400

165,290

111,738

28,687

11,931

23,757

600

6,285

2,715

1,363

442

1,765

1,288

3,791

7,040

12,376

16,050

11,202

0

234,745

100,802

24,638

8,935

1,420

135,795

3,039

1,899

16,265

1,378

9,268

7,842

2,834

39,091

28,621

12,170

8,458

7,624

56

3,504

2,596

2,066

6,591

361

153,663

△17,578

6,341

△6,937

70

0

26

26

0

△442

442

△388

0

727

7

0

△3,152

5,080

△15,804

△2,730

13,500

519

△170

11,119

220

100

299

517

1,793

5,396

△3

28,126

△28,621

△678

30

1,126

1,280

△519

441

△2,066

147

4,039

11,627

会
計
事
業

拠
点 サービス区分 当年度

予算額
前年度
予算額

（単位：千円）

一

　般

　会

　計

社
会
福
祉
事
業
区
分

公
益
事
業
区
分

収
益
事
業
区
分

収
益
事
業

拠
点
区
分

④
長
寿
社
会
づ
く
り

　推進
拠
点
区
分

⑤
企
画
広
報・助
成
等

　推進
拠
点
区
分

公
益
事
業

拠
点
区
分

1 高齢者の生きがいと健康づくり事業

2 組織づくりと指導者育成事業

3 高齢者無料職業紹介所運営事業

4 長寿社会づくり推進等研修事業

長寿社会づくり推進拠点区分　合計

1 総合企画委員会推進事業

2 局内プロジェクト推進事業

3 福祉団体・各種大会等助成事業

4 社会福祉振興基金事業

企画広報・助成等推進拠点区分　合計

社会福祉事業区分　合計

1 介護福祉士修学資金等貸付事業

2 保育士修学資金等貸付事業

3 児童養護施設退所者等自立支援資金貸付事業

公益事業区分　合計

1 賃貸事業

2 書籍等販売事業

3 沖縄県総合福祉センター管理運営受託事業

収益事業区分　合計

一般会計合計

50,921

13,907

2,632

225

67,685

256

200

4,120

32,283

36,859

635,689

198,701

583,530

35,852

818,083

30,680

1,090

98,228

129,998

1,583,770

40,641

7,552

2,777

300

51,270

200

200

6,180

37,201

43,781

619,254

445,665

809,018

36,618

1,291,301

31,291

1,090

98,228

130,609

2,041,164

会
計 特別会計 当年度

予算額①
前年度
予算額②

特

　別

　会

　計

△34,893,638

△28,872,126

△24,538

56

△478,396

△478,396

△8,068

△21

△35,404,640

△29,350,487

6,314,700

6,314,700

78,363

22,877

304,104

304,104

50,149

8,391

6,747,316

6,650,072

41,208,338

35,186,826

102,901

22,821

782,500

782,500

58,217

8,412

42,151,956

36,000,559

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

1 生活福祉資金特別会計

2 要保護世帯向け不動産担保型生活資金特別会計

3 生活福祉資金貸付事務費特別会計

4 臨時特例つなぎ資金特別会計

　　　　　特別会計合計

（特別会計一覧表）

一

　般

　会

　計

10,280

6,355

△145

△75

16,415

56

0

△2,060

△4,918

△6,922

16,435

△246,964

△225,488

△766

△473,218

△611

0

0

△611

△457,394

会
計

増減③
（①-②）

支出合計
1,583,770千円

収入合計
1,583,770千円

●

☆
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①
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
各
局
の
協
力
を
得
て
広
く

共
同
募
金
運
動
の
啓
発
を
図

り
ま
す
。

②
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
を
改
装
し
、
よ

り
わ
か
り
や
す
く
利
用
し
や

す
い
情
報
の
発
信
に
努
め
ま

す
。

③
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
及
び
機
関

紙
掲
載
情
報
の
充
実
を
図

り
、
県
民
、
関
係
団
体
へ
の

情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

④
寄
付
者
、
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
受
配
団
体
、
共
同
募
金

委
員
会
等
の
交
流
を
図
る
と

と
も
に
、
多
額
寄
附
者
や
募

金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
顕
彰
の

機
会
と
し
て
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
感
謝
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

①
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会

（
支
会
・
分
会
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
役
員
・
幹
部
職

員
の
会
議
を
開
催
し
、
共
同

募
金
を
め
ぐ
る
情
勢
・
方
針

や
募
金
運
動
推
進
に
向
け
た

取
組
の
共
通
認
識
と
共
有
化

を
図
り
ま
す
。

②
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
の

担
当
者
連
絡
会
を
開
催
し
、

募
金
活
動
及
び
配
分
事
業
の

課
題
解
決
に
向
け
た
協
議
を

行
い
ま
す
。

③
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
の

運
営
及
び
共
同
募
金
運
動
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
実
態
調

査
を
実
施
し
、
課
題
解
決
の

方
策
に
関
す
る
研
究
協
議
を

行
い
ま
す
。

④
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
に

お
け
る
募
金
取
扱
い
業
務
の

効
率
化
・
適
正
化
を
図
る
た

め
、
募
金
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
向
け
て
研
究
を
進
め

ま
す
。

①
共
同
募
金
配
分
計
画
以
外
の

緊
急
の
助
成
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
共
同
募
金
運

動
の
期
間
外
を
含
め
年
間
を

通
じ
て
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
遺
贈
・
相
続
寄
附
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

②
社
会
福
祉
法
人
経
営
の
安
定

化
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
特
定
の
社
会

①
県
内
災
害
発
生
時
に
、
県

社
協
と
協
働
し
て
被
災
状

況
の
情
報
収
集
を
行
い
、

被
災
地
社
協
及
び
被
災
世

帯
へ
の
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

②
県
内
外
で
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
る
等
の
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
災
者
へ
の
義
援

金
募
集
と
、
N
P
O
等
に

よ
る
災
害
支
援
活
動
へ
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

③
社
会
福
祉
法
第
118
条
に
基

づ
い
て
災
害
等
準
備
金
を

積
み
立
て
、
必
要
に
応
じ

て
被
災
地
に
お
け
る
支
援

活
動
へ
の
助
成
金
と
し
て

拠
出
し
ま
す
。

①
中
央
共
同
募
金
会
の
主
唱
す

る
「
令
和
３
年
度 

赤
い
羽

根 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
下
の

福
祉
活
動
応
援
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
『
い
の
ち
を
つ
な
ぐ

支
援
活
動
を
応
援
！
〜
支
え

る
人
を
支
え
よ
う
〜
』
」
を

協
働
実
施
し
ま
す
。

②
生
活
福
祉
資
金
の
緊
急
小
口

資
金
又
は
総
合
支
援
資
金
の

特
例
貸
付
申
込
者
で
生
活
が

窮
迫
し
て
い
る
世
帯
に
対
す

る
「
緊
急
支
援
金
」
の
給
付

を
実
施
し
ま
す
。

①
赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
一

般
募
金
）
の
実
績
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
県

域
、
市
町
村
域
に
お
け
る

テ
ー
マ
型
募
金
や
県
内
企

業
の
創
業
周
年
記
念
募
金

な
ど
、
多
様
な
手
法
に
よ

る
募
金
運
動
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

②
子
ど
も
の
貧
困
問
題
や

S
D
G
s
関
連
を
含
む
民

間
福
祉
活
動
の
資
金
需
要

調
査
を
実
施
し
、
社
会
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
助
成
を

行
い
ま
す
。

③
「
地
域
か
ら
孤
立
を
な
く

そ
う
」
を
本
県
の
重
点

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
誰
も
が

孤
立
す
る
こ
と
な
く
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

④
県
内
の
助
成
団
体
と
連
携

を
図
り
、
助
成
を
必
要
と

す
る
団
体
が
適
切
、
効
果

的
に
助
成
金
を
活
用
す
る

よ
う
連
絡
調
整
と
啓
発
に

努
め
ま
す
。

赤い羽根空の第一便伝達式の様子

令和3年 沖縄県共同募金会 事業計画（概要）令和3年 沖縄県共同募金会 事業計画（概要）
基　本　方　針

　本県における社会福祉をめぐっては、近年の社会・経済情勢の変化を背景に社会的孤立、経済的な格
差が広がる中で、昨年急速に拡大した新型コロナウイルス感染症の長期化が、多くの人々に生活の困窮
や心身の不調など深刻な影響を与える一方、県内では、無料・低額の子ども食堂やコミュニティ食堂を
はじめ、様々な助け合いの活動が活発となっています。
　本県の共同募金運動は、戦後の社会福祉事業の復興を支えるべく昭和27年以来、民間福祉施設の整
備や福祉団体の支援を担ってきましたが、昨今の急激な社会情勢の変化に対応するには、赤い羽根募
金、歳末たすけあい募金に加え、新たな福祉活動を適宜支援する財源の創出が求められています。
　また、2015年の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」（SDGs=Sustainable Develop-
ment Goals）の実現を目指して、県内でも官民をあげた取組が始まっており、共同募金会としても「貧
困をなくそう」、「すべての人に健康と福祉を」などの社会課題の解決に向けて民間活動の資金需要に応
えていく必要があります。
　このため、令和３年度は民間福祉事業の発展を支える共同募金運動の強化を図るとともに、当面する
諸課題への取組を応援するための財源の確保に向けて、次の事業を重点に実施します。

①
各
市
町
村
に
お
い
て
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、
「
社

協
」
と
い
う
）
及
び
共
同
募

金
委
員
会
を
中
心
に
、
地
域

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
推

進
し
ま
す
。

②
県
域
の
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
に
取
り
組
み
、
単
独

の
募
金
活
動
が
困
難
な
小

規
模
離
島
の
生
活
困
窮
世

帯
や
児
童
養
護
施
設
の
卒

園
予
定
児
童
、
障
害
者
団

体
等
へ
の
効
果
的
な
配
分

を
図
り
ま
す
。

赤 い 羽 根 募 金
歳 末 募 金
指 定 寄 付 金 等
そ の 他 事 業 収 入
災 害 義 援 金
積 立 資 産 取 崩 収 入
（緊急配分金・災害ボランティア支援金）
前 期 末 支 払 資 金 残 高
（ ※ 災 害 等 準 備 金 を 含 む ）

合　　計

（千円）

収　　入
科　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

187,000
61,000
6,001
13,896
7,001
11,427
82,275
368,600

191,000
60,600
155,771
46,470
7,001
15,195
99,370
575,407

▲4,000
400

▲149,770
▲32,574

0
▲3,768
▲17,095
▲206,807

赤い羽根配分金（助成）
歳末配分金（助成）※繰越金含む
指 定 寄 付 金 支 出 等
災 害 義 援 金
事業費・事務費支出等
緊 急 配 分 金 等 支 出
予 備 費 支 出

合　　計

（千円）

支　　出
科　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

143,975
92,820
5,501
7,006
53,401
11,428
600

314,731

181,516
99,159
152,052
7,006
51,766
16,495
20,983
528,977

▲37,541
▲6,339

▲146,551
0

1,635
▲5,067
▲20,383
▲214,246

赤い羽根
配分金（助成）

45.7%

歳末配分金（助成）
※繰越金含む
29.5%

指定寄付金
支出等
1.7%

災害義援金
2.2%

事業費・事務費支出等
17.0%

緊急配分金等支出 3.6% 予備費支出 0.2%前期末支払資金残高
（※災害等準備金を含む）

22.4%

赤い羽根募金

50.9%

歳末募金
16.6%

指定寄付金等
1.6%

その他事業収入
3.5%

災害義援金 1.9%

積立資産取崩収入
（緊急配分金・

災害ボランティア支援金）

3.1%

令和3年度沖縄県共同募金会 収支予算概要

福
祉
法
人
へ
の
配
分
を
企
図

し
た
受
配
者
指
定
寄
附
制
度

の
適
切
な
運
用
に
努
め
ま

す
。

⑤
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
に

お
け
る
事
務
処
理
業
務
の
効

率
化
・
適
正
化
を
図
る
た

め
、
事
務
取
扱
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。

1111
令
和
３
年
度（
第
69
回
）

共
同
募
金
運
動
の
実
施

令
和
３
年
度（
第
69
回
）

共
同
募
金
運
動
の
実
施

2222
令
和
３
年
度
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
の
実
施

令
和
３
年
度
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
の
実
施

3333
災
害
た
す
け
あ
い
運
動

の
実
施

災
害
た
す
け
あ
い
運
動

の
実
施

7777
広
報
活
動
の
推
進

広
報
活
動
の
推
進

5555
共
同
募
金
以
外
の
募
金

と
助
成
の
実
施

共
同
募
金
以
外
の
募
金

と
助
成
の
実
施

6666
市
町
村
共
同
募
金

委
員
会（
支
会・分
会
）

の
基
盤
強
化

市
町
村
共
同
募
金

委
員
会（
支
会・分
会
）

の
基
盤
強
化

１ 令和3年度（第69回）共同募金運動の実施 ５ 共同募金以外の募金と助成の実施
２ 令和3年度歳末たすけあい運動の実施 ６ 市町村共同募金委員会の基盤強化
３ 災害たすけあい運動の実施 ７ 広報活動の推進
４ 生活課題の解決に向けた取組を応援する募金
　と助成の実施

4444
生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
み
を
応
援
す

る
募
金
と
助
成
の
実
施

生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
み
を
応
援
す

る
募
金
と
助
成
の
実
施

収入の部
367,600千円

支出の部
314,731千円
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①
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
各
局
の
協
力
を
得
て
広
く

共
同
募
金
運
動
の
啓
発
を
図

り
ま
す
。

②
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
を
改
装
し
、
よ

り
わ
か
り
や
す
く
利
用
し
や

す
い
情
報
の
発
信
に
努
め
ま

す
。

③
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
及
び
機
関

紙
掲
載
情
報
の
充
実
を
図

り
、
県
民
、
関
係
団
体
へ
の

情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

④
寄
付
者
、
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
受
配
団
体
、
共
同
募
金

委
員
会
等
の
交
流
を
図
る
と

と
も
に
、
多
額
寄
附
者
や
募

金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
顕
彰
の

機
会
と
し
て
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
感
謝
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

①
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会

（
支
会
・
分
会
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
役
員
・
幹
部
職

員
の
会
議
を
開
催
し
、
共
同

募
金
を
め
ぐ
る
情
勢
・
方
針

や
募
金
運
動
推
進
に
向
け
た

取
組
の
共
通
認
識
と
共
有
化

を
図
り
ま
す
。

②
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
の

担
当
者
連
絡
会
を
開
催
し
、

募
金
活
動
及
び
配
分
事
業
の

課
題
解
決
に
向
け
た
協
議
を

行
い
ま
す
。

③
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
の

運
営
及
び
共
同
募
金
運
動
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
実
態
調

査
を
実
施
し
、
課
題
解
決
の

方
策
に
関
す
る
研
究
協
議
を

行
い
ま
す
。

④
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
に

お
け
る
募
金
取
扱
い
業
務
の

効
率
化
・
適
正
化
を
図
る
た

め
、
募
金
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
向
け
て
研
究
を
進
め

ま
す
。

①
共
同
募
金
配
分
計
画
以
外
の

緊
急
の
助
成
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
共
同
募
金
運

動
の
期
間
外
を
含
め
年
間
を

通
じ
て
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
遺
贈
・
相
続
寄
附
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

②
社
会
福
祉
法
人
経
営
の
安
定

化
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
特
定
の
社
会

①
県
内
災
害
発
生
時
に
、
県

社
協
と
協
働
し
て
被
災
状

況
の
情
報
収
集
を
行
い
、

被
災
地
社
協
及
び
被
災
世

帯
へ
の
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

②
県
内
外
で
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
る
等
の
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
災
者
へ
の
義
援

金
募
集
と
、
N
P
O
等
に

よ
る
災
害
支
援
活
動
へ
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

③
社
会
福
祉
法
第
118
条
に
基

づ
い
て
災
害
等
準
備
金
を

積
み
立
て
、
必
要
に
応
じ

て
被
災
地
に
お
け
る
支
援

活
動
へ
の
助
成
金
と
し
て

拠
出
し
ま
す
。

①
中
央
共
同
募
金
会
の
主
唱
す

る
「
令
和
３
年
度 

赤
い
羽

根 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
下
の

福
祉
活
動
応
援
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
『
い
の
ち
を
つ
な
ぐ

支
援
活
動
を
応
援
！
〜
支
え

る
人
を
支
え
よ
う
〜
』
」
を

協
働
実
施
し
ま
す
。

②
生
活
福
祉
資
金
の
緊
急
小
口

資
金
又
は
総
合
支
援
資
金
の

特
例
貸
付
申
込
者
で
生
活
が

窮
迫
し
て
い
る
世
帯
に
対
す

る
「
緊
急
支
援
金
」
の
給
付

を
実
施
し
ま
す
。

①
赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
一

般
募
金
）
の
実
績
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
県

域
、
市
町
村
域
に
お
け
る

テ
ー
マ
型
募
金
や
県
内
企

業
の
創
業
周
年
記
念
募
金

な
ど
、
多
様
な
手
法
に
よ

る
募
金
運
動
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

②
子
ど
も
の
貧
困
問
題
や

S
D
G
s
関
連
を
含
む
民

間
福
祉
活
動
の
資
金
需
要

調
査
を
実
施
し
、
社
会
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
助
成
を

行
い
ま
す
。

③
「
地
域
か
ら
孤
立
を
な
く

そ
う
」
を
本
県
の
重
点

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
誰
も
が

孤
立
す
る
こ
と
な
く
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

④
県
内
の
助
成
団
体
と
連
携

を
図
り
、
助
成
を
必
要
と

す
る
団
体
が
適
切
、
効
果

的
に
助
成
金
を
活
用
す
る

よ
う
連
絡
調
整
と
啓
発
に

努
め
ま
す
。

赤い羽根空の第一便伝達式の様子

令和3年 沖縄県共同募金会 事業計画（概要）令和3年 沖縄県共同募金会 事業計画（概要）
基　本　方　針

　本県における社会福祉をめぐっては、近年の社会・経済情勢の変化を背景に社会的孤立、経済的な格
差が広がる中で、昨年急速に拡大した新型コロナウイルス感染症の長期化が、多くの人々に生活の困窮
や心身の不調など深刻な影響を与える一方、県内では、無料・低額の子ども食堂やコミュニティ食堂を
はじめ、様々な助け合いの活動が活発となっています。
　本県の共同募金運動は、戦後の社会福祉事業の復興を支えるべく昭和27年以来、民間福祉施設の整
備や福祉団体の支援を担ってきましたが、昨今の急激な社会情勢の変化に対応するには、赤い羽根募
金、歳末たすけあい募金に加え、新たな福祉活動を適宜支援する財源の創出が求められています。
　また、2015年の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」（SDGs=Sustainable Develop-
ment Goals）の実現を目指して、県内でも官民をあげた取組が始まっており、共同募金会としても「貧
困をなくそう」、「すべての人に健康と福祉を」などの社会課題の解決に向けて民間活動の資金需要に応
えていく必要があります。
　このため、令和３年度は民間福祉事業の発展を支える共同募金運動の強化を図るとともに、当面する
諸課題への取組を応援するための財源の確保に向けて、次の事業を重点に実施します。

①
各
市
町
村
に
お
い
て
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、
「
社

協
」
と
い
う
）
及
び
共
同
募

金
委
員
会
を
中
心
に
、
地
域

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
推

進
し
ま
す
。

②
県
域
の
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
に
取
り
組
み
、
単
独

の
募
金
活
動
が
困
難
な
小

規
模
離
島
の
生
活
困
窮
世

帯
や
児
童
養
護
施
設
の
卒

園
予
定
児
童
、
障
害
者
団

体
等
へ
の
効
果
的
な
配
分

を
図
り
ま
す
。

赤 い 羽 根 募 金
歳 末 募 金
指 定 寄 付 金 等
そ の 他 事 業 収 入
災 害 義 援 金
積 立 資 産 取 崩 収 入
（緊急配分金・災害ボランティア支援金）
前 期 末 支 払 資 金 残 高
（ ※ 災 害 等 準 備 金 を 含 む ）

合　　計

（千円）

収　　入
科　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

187,000
61,000
6,001
13,896
7,001
11,427
82,275
368,600

191,000
60,600
155,771
46,470
7,001
15,195
99,370
575,407

▲4,000
400

▲149,770
▲32,574

0
▲3,768
▲17,095
▲206,807

赤い羽根配分金（助成）
歳末配分金（助成）※繰越金含む
指 定 寄 付 金 支 出 等
災 害 義 援 金
事業費・事務費支出等
緊 急 配 分 金 等 支 出
予 備 費 支 出

合　　計

（千円）

支　　出
科　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

143,975
92,820
5,501
7,006
53,401
11,428
600

314,731

181,516
99,159
152,052
7,006
51,766
16,495
20,983
528,977

▲37,541
▲6,339

▲146,551
0

1,635
▲5,067
▲20,383
▲214,246

赤い羽根
配分金（助成）

45.7%

歳末配分金（助成）
※繰越金含む
29.5%

指定寄付金
支出等
1.7%

災害義援金
2.2%

事業費・事務費支出等
17.0%

緊急配分金等支出 3.6% 予備費支出 0.2%前期末支払資金残高
（※災害等準備金を含む）

22.4%

赤い羽根募金

50.9%

歳末募金
16.6%

指定寄付金等
1.6%

その他事業収入
3.5%

災害義援金 1.9%

積立資産取崩収入
（緊急配分金・

災害ボランティア支援金）

3.1%

令和3年度沖縄県共同募金会 収支予算概要

福
祉
法
人
へ
の
配
分
を
企
図

し
た
受
配
者
指
定
寄
附
制
度

の
適
切
な
運
用
に
努
め
ま

す
。

⑤
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
に

お
け
る
事
務
処
理
業
務
の
効

率
化
・
適
正
化
を
図
る
た

め
、
事
務
取
扱
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。

1111
令
和
３
年
度（
第
69
回
）

共
同
募
金
運
動
の
実
施

令
和
３
年
度（
第
69
回
）

共
同
募
金
運
動
の
実
施

2222
令
和
３
年
度
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
の
実
施

令
和
３
年
度
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
の
実
施

3333
災
害
た
す
け
あ
い
運
動

の
実
施

災
害
た
す
け
あ
い
運
動

の
実
施

7777
広
報
活
動
の
推
進

広
報
活
動
の
推
進

5555
共
同
募
金
以
外
の
募
金

と
助
成
の
実
施

共
同
募
金
以
外
の
募
金

と
助
成
の
実
施

6666
市
町
村
共
同
募
金

委
員
会（
支
会・分
会
）

の
基
盤
強
化

市
町
村
共
同
募
金

委
員
会（
支
会・分
会
）

の
基
盤
強
化

１ 令和3年度（第69回）共同募金運動の実施 ５ 共同募金以外の募金と助成の実施
２ 令和3年度歳末たすけあい運動の実施 ６ 市町村共同募金委員会の基盤強化
３ 災害たすけあい運動の実施 ７ 広報活動の推進
４ 生活課題の解決に向けた取組を応援する募金
　と助成の実施

4444
生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
み
を
応
援
す

る
募
金
と
助
成
の
実
施

生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
み
を
応
援
す

る
募
金
と
助
成
の
実
施

収入の部
367,600千円

支出の部
314,731千円
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INFOMATION

寄
附
・
寄
贈
者
芳
名（
2
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

　
今
回
の
表
紙
の
作
者
は
、
明
る
く

優
し
い
声
が
印
象
的
な
知
念
梨
枝
子

さ
ん
（
67
歳
）。「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

絵
が
描
け
る
人
に
な
り
た
い
」と
、通

い
は
じ
め
た
絵
画
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
。通
い
始
め
て
11
年
に
な
り
、今
で

は
大
事
な
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
表
紙
の
作
品
は
、
ビ
オ
ス
の
丘
で

撮
影
し
た
写
真
を
描
写
し
た
も
の
。

「
雄
鳥
の“

羽    “
の
色
が
美
し
い
」

と
語
る
知
念
さ
ん
。一
本
一
本
丁
寧

に
描
い
た
羽
は
、
今
作
の
力
を
注
い

だ
と
こ
ろ
だ
と
い
い
ま
す
。威
嚇
す

る
鶏
に
、
恐
る
恐
る
近
づ
く
知
念
さ

ん
の
姿
が
、目
に
浮
ぶ
よ
う
で
す
。

　
絵
画
の
ほ
か
、
バ
ッ
グ
や
洋
服
を

手
作
り
し
た
り
、
絵
を
描
く
合
間
に

は
気
分
転
換
に
読
書
を
し
た
り
と
楽

し
み
を
つ
く
る
こ
と
が
上
手
な
知
念

さ
ん
で
す
。

　
挑
戦
し
た
い
こ
と
を
伺
う
と
、「
１

０
０
号
サ
イ
ズ
の
大
き
い
絵
を
描
き

た
い
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
声
で
こ
た

え
て
く
れ
ま
し
た
。

【写真左から2人目】日本郵政グループ労働組合
沖縄地方本部 地方執行委員長  知花  優  様
【写真左から3人目】日本郵政グループ労働組合
中央ユースネットワーク副議長／沖縄地方本部
地方ユースネットワーク議長  大城  優斗  様
【写真左から1人目】日本郵政グループ労働組合
沖縄地方本部 地方執行委員  豊村  尚也  様
【写真右から2番目】本会  会長  湧川  昌秀
【写真右から1番目】本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲日本郵政グループ労働組合
　ユースネットワーク様（2.10）【写真左から2番目】NTT西日本  沖縄支店

総務部長  小柳  貴司  様
【写真左から1番目】NTT西日本  沖縄支店
広報室長  金城  尚史  様
【写真右から2番目】本会  会長  湧川  昌秀
【写真右から1番目】本会  常務理事  嘉陽  孝治

【写真左から2人目】一般財団法人那覇市
垣花奉頌会  理事長　比嘉　眞三　様
【写真右から1人目】一般財団法人那覇市
垣花奉頌会  副理事長  上原  一夫  様
【写真左から1人目】一般財団法人那覇市
垣花奉頌会   事務局  金城  勝一  様
【写真右から2人目】本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲NTT西日本沖縄支店様（3.2）▲一般財団法人那覇市垣花奉頌会様（3.8）

【写真左から2番目】公益社団法人  那覇法人会
会長  上間  優  様
【写真左から1番目】公益社団法人  那覇法人会
事業研修委員長  知名  博  様
【写真右から2番目】本会  会長  湧川  昌秀
【写真右から1番目】本会 常務理事  嘉陽  孝治

▲公益社団法人那覇法人会様・同会女性部会様（3.9）

【写真左から4人目】株式会社  ニッシンハウジング
代表者  宮城  スティーブン  様
【写真左から3人目】株式会社 ニッシンハウジング
取締役  宮城  硫斗  様
【写真左から2人目】宮城  令旺  様
【写真左から1人目】宮城  瑠以  様
【写真右から1人目】本会  常務理事  嘉陽  孝治

【写真左から3人目】株式会社ファーストライン
代表取締役  大城  勇  様
【写真左から2人目】株式会社ファーストライン　
ねむりの駅  那覇店  店長  平良  志保  様
【写真左から1人目】株式会社ファーストライン　
ねむりの駅  宜野湾店  店長  喜屋武  和起  様
【写真右から2人目】本会  常務理事  嘉陽  孝治
【写真右から1人目】本会  事務局長  高良  正樹

▲株式会社ニッシンハウジング様（3.11）

【写真左から2人目】沖縄県遊技業協同組合
理事長  當眞  嗣正  様
【写真右から2人目】沖縄県遊技業協同組合
青年部会  副部会長  吉浜  剛  様
【写真左から1人目】沖縄県遊技業協同組合
青年部会  副部会長  比嘉  彰  様
【写真左から1人目】沖縄県遊技業協同組合
事務局長  手登根  秀巳  様
【写真左から3人目】本会  会長  湧川  昌秀

▲沖縄県遊技業協同組合様（3.31）

▲株式会社 FirstLine 様（3.15）

　
晴
れ
た
日
に
は
、ゆ
っ
た
り
と

し
た
雲
の
流
れ
を
見
な
が
ら
、

風
を
感
じ
る
の
も
気
持
ち
が
い

い
も
の
だ
な
と
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

編集
後記

※本会への寄附につい
ては、税制上の優遇措
置が受けられます。詳
しくは総務企画部まで

表紙の作品
 作品名 「はい、ポーズ」

作成者 :知念  梨枝子 さん

122021.5.１福祉情報おきなわ
…………………………………………

●特定非営利活動法人
　全国こども食堂支援
　センター・むすびえ 様

●沖縄トヨペット
　株式会社 様

御
寄
附
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社会福祉ライブラリーから

　はじめてふれる人でも、点字
の基本をやさしく学べるシリ
ーズ。点字のしくみ・きまりや
読み書き、身のまわりにある

点字の工夫などをわかりやすく紹介しています。手を動か
して点字の読み書きを練習したり、町を歩いて点字を探し
たりする実践的な内容は、目の不自由な人が困っているこ
とや、周囲による気配りへの理解につながります。各巻に
は、実際に点字にさわって学べる点字シートもついています。

本の紹介
手で読む心でさわるやさしい点字  第1期(全3巻)

著　者：特定非営利活動法人 
　　　  日本点字普及協会
出版社：国土社

広報紙「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

令和3年度　沖縄県社会福祉協議会
事業計画・資金収支予算書（概要）
令和3年度　沖縄県共同募金会
事業計画・資金収支予算書（概要）
THANKS（サンクス）運動関連記事
「令和2年度ボランティア学習・福祉
教育セミナーについて」  他
シリーズ記事「ふくし＆〇〇」
第７回～ふくし＆認知症カフェ（後編）～  他

2

6

8

9

10

12
11

県新型コロナウイルス感染症対策本部へ
「ＤWATおきなわ」を応援派遣、社会福祉振興基金・
「コロナ禍の地域福祉活動等を支援するための特例
助成」を実施（進捗報告）  他
ソウェルクラブ（福利厚生センター）ご案内  他
インフォメーション、寄付者芳名、
表紙の作者のご紹介  他

作品名：「はい　ポーズ」（いきいき！かりゆし美術展  【特別展】洋画の部 ）
作成者：知念　梨枝子さん（与那原町）
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